
年

の増加につなげる。
事

　

業区分 □ 自治事務 

８

  □ 法定受託  

月

 □ その他
今後の方

　

向性 □ 縮小　□ 改

５

善
（改善措置等）□ 

日

休止　□ 終了
計画対

概

象 □ 実施計画査定対

施

象  □ 行政改革対

策

象 
□ 廃止　　　　

名

 

※決算額については

障

、端数処理により、他

が

資料の決算額と差異が

い

生じている場合もあり

者

ます。

福祉 基本目標 健康で福祉が充実したまち

要 施策の目的 障がいのある人が、住み慣れた地域で、自分らしく自立した生活を送ることができる社会を実現すること。

施策の方向 災害時支援体制の構築

新型コロナ感染症対策により、災害ネットワーク委員会の開催が６割程度であったことから、事業内容が前年度の活動を踏襲し維持するものとなった。
□ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
■ 進展なし     

■ 維持　　　　 安否確認システムへの新規登録者を増加するための手段の構築と、「障害者のための災害時サポートガイド」の概要版を作成し、地域における災害時の障がい者支援に

今後の方向性 □ 拡大　　　　 ついて周知することで、地域での災害時支援体制の構築を図る。

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

1 頁

令和 

No. 事務事業名 活動

3

内容 コスト（事業費：

年

千円）

事業所等災害ネ

度

ットワーク事業 令和　

　

２年度 令和　３年度 令

　

和　３年度 令和　４年

事

度 令和　２年度 令和　

務

３年度 令和　３年度 令

事

和　４年度
活動指標名

業

単位
実績 計画 実績 計画

評

決算 当初予算 決算 当初

価

予算
全体事業概要

①
三

表

島市災害ネットワーク

（

回 12 8 12
市内の障

個

がい者福祉施設の拠点

票

として、災害時におけ

）

委員会開催回数
る情報

課

共有のためのネットワ

名

ークを構築することで

社

、 0 309 284 30

会

9
各種情報を相互に連

福

携する機能を充実させ

祉

る。
②

災害時安否確認

部

システム 箇所 26 23

・

28
登録事業所数

令和

福

　５年度の優先度

③1

祉

　□ Ａ　　　 □ 

事

Ｂ　　　 □ Ｃ　　

務

　 □ Ｄ　

新型コロ

所

ナ感染症対策のため、

障

委員会開催の中止や、

が

安否確認システム登録

い

推進活動ができなかっ

福

たため、目標
□ 計画

祉

どおり   
令和　３

課

年度 達成には至らなか

作

った。
□ 遅延   

成

      
の評価

■

日

 進展なし     

令

■ 維持　□ 拡大 安

和

否確認システムの周知

　

について、新たな手段

４

を構築し、新規登録者


